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専門分野 デザイン、機能造形、環境芸術

研究の目的、概要、期待される効果

昨今のアートプロジェクトや、エンターテーメ
ント事業では、視聴者が参加体験できるイベント
が数多く見かけるようになってきました。プロ
ジェクションマッピングや、リアルタイムで変化
るライトアート等、工学技術・メディア表現を活
用した取り組みです。
新潟大学工学部工学科においても、領域融合し

た人間支援感性科学プログラムの中で、工学技術
（プログラミング）を用いたメディア表現を目指
すカリキュラムが走り出しました。人の心（感
性）に働きかける設計・制作・開発です。
そのプログラムの中で、私は、デザイン領域を

担当しながら、様々なテクノロジーを用いたイン
タラクティブな空間を築く演出作品を制作してい
ます。制御技術を持った教員スタッフと共同して、
教育プログラムの構築を目指しています。発表し
た作品は、センサーによって鑑賞者の動きを捉え
た情報を入力信号とし、光、動き、音を変化させ
る空間演出作品です。未だ浅い研究分野ですが、
夢のある楽しい世界を築いていく考えです。人々
の賑わい作りや、既成概念を越えた商品展示会を
演出できる装置・開発を目指していきます。

関連する
知的財産
論文 等

著書「うちのDEアート １５年の軌跡 地域アートプロジェクトを通じてみえてきたもの 」（新潟日報事業者）
論文「鑑賞者の行動によって変化する芸術表現の実践」（環境芸術学会学会誌、Vol.20）
論文「森林資源を用いたアートプロジェクトの実践 杉玉プロジェクト」（環境芸術学会学会誌、Vo l.16）

アピールポイント つながりたい分野（産業界、自治体等）

・展示会での空間演出を目指す企業
・企業メセナ活動を試みている事業社
・地域活性化、賑わい作りを考えている自治体

芸術系の表現力と、視聴覚の専門工学系技術
を活かした演出表現が実践できる研究組織が築
かれています。

デザイン研究室 https://researchmap.jp/read0045867

工学テクノロジーを活用した表現研究

※お問い合わせは 新潟大学社会連携推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

共通・他の領域

2022/新潟市西区黒埼市民会館

2023/日本海夕日花火大会・新潟市西区内野町・新川漁港

工学部 人間支援感性科学プログラム

人文社会科学系 教授

橋本 学  HASHIMOTO Manabu


	スライド 1

